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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 18 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

新規失業保険申請件数 21.6 万件（予想 21.6万件・前回 20.9万件⇒20.8万件） 

失業保険継続受給者数 168.6 万人（予想 170.0万人・前回 172.3 万人⇒172.8 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比+0.8 万件と市場予想と一致した。労働市場の流れをより正確に反映するとさ

れる申請件数の 4 週移動平均は、前週比-250 件の 21.9 万件だった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続

受給者数は、前週比-4.2万人となり、4 週移動平均は前週比+0.5万人の 170.1 万人だった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

7 月フィラデルフィア連銀景況指数 21.8（予想 5.0・前回 0.3） 

7 月のフィラデルフィア連銀景況指数は、市場予想を大幅に上回る結果となり、2018 年 7 月以来の高水準と

なった。統計データを見ると、仕入価格が 16.1（前月 12.9）、販売価格が 9.5（0.6）、新規受注が 18.9（8.3）、

雇用者数も 30.0（15.4）と 2017 年 10 月以来の高水準となった。さらに、週平均就業時間は 23.0（7.3）と

14 ヵ月ぶりの高水準になった。一方、6 ヵ月先予想では、景況指数が 38.0（21.4）と 2018 年 5 月以来の高

水準だった。 
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データを基に SBILMが作成 

 

6 月景気先行指標総合指数（前月比） -0.3％（予想 0.1％・前回 0.0％） 

6 月景気先行指標総合指数は、市場予想を大きく下回り、2018 年 7 月以来の低水準となった。失業保険申請

件数、ISM新規受注、住宅着工許可件数の寄与度がマイナスとなったことが影響した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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米主要株価指数は 3 営業日ぶりに反発 

米株式市場は、米主要企業の決算内容が嫌気され、主要株価指数は序盤から軟調な動きとなった。その後、

米当局者の発言を受けて、利下げへの期待感が高まったことからプラス圏まで上昇したものの、米軍艦がホ

ルムズ海峡でイラン無人機を撃ち落としたとの報道を受けて、上値は限定的となった。ダウ平均株価は、序

盤から軟調な動きとなり、一時前日比 151 ドル安まで下落した。その後は上昇に転じて 46ドル高まで上昇し

たが、結局 3ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 22ポイント高で終了し、3営業日ぶ

りに反発となった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル/円は 6/26 以来の安値を更新 

NY 市場では、序盤に発表された 7月のフィラデルフィア連銀景況指数が市場予想を大幅に上回り、2018年 7

月以来の高水準となる 21.8 へ改善したことが好感され、米国債利回りが上昇したことで、ドルは対主要通貨

で堅調な動きとなり、ドル/円は 108.01 まで上昇した。しかし、その後に発表された景気先行指標総合指数

が 2018年 7 月以来の低水準に落ち込んだことや、米主要株価指数が下げ幅を拡大したことが影響し、ドル円・

クロス円は上値の重い値動きとなった。さらに、ニューヨーク連銀総裁をはじめとする複数の FRB 要人から

早期利下げの必要性を示唆する発言が相次いだことで、米 10 年債利回りが 2.0693％から 2.0207％まで低下

する中、ドルが対主要通貨で全面安となった。加えて、米海軍がホルムズ海峡でイランの無人偵察機を撃墜

したとトランプ大統領が明らかにしたほか、イランのイスラム革命隊による外国籍タンカー拿捕の報道もあ

り、米国とイランとの地政学リスクが意識されたことも加わり、ドル/円は 107.21 まで下落し 6/26以来の安

値を更新した。  

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 
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昨日 18日のルーブルは対ドルで 63.065 ルーブルと対ドルで 3日続落、対円でも 1.7094 円と下落した。複数

の FRB要人による早期利下げ観測を背景にルーブル買いが先行したものの原油価格の下落やロシア株式市場

の MOEX指数が 6日続落したことが足かせとなり、取引終盤にかけて下落した。 

 

一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 11.82 ドル安の 1349.76 ドルと続落したほか、MOEX 指数も

2702.59Pts(10.58 Pts 安）と 6日続落。原油価格の下落が嫌気されたことで MOEX 指数は一時節目の 2,700Pts

割れの 2,694Pts へ下落するなど軟調地合いを継続した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.7283 レアル、対円で 28.760 円とレアル高を継続。米 FRBの早期利下げ観測を背景にし

たドル安の流れに加え、年金改革法案や景気刺激策への期待もレアル高を支援した。 

 

一方、ボベスパ指数は 861.06Pts 高の 104,716.59Pts と続伸した。FRB要人による早期利下げに前向きな発

言を受けたドル安の中で新興国市場への資金流入期待が株式市場の支援材料となったほか、ブラジル政府に

よる景気刺激策への期待も材料視された。 
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